
日本語仮訳 

  

分析機関間比較（ＩＬＣ） ２０２５年 海水、海底土、魚の放射性核種測定  

海洋モニタリング：信頼醸成とデータ品質保証  IAEAプロジェクト 中間報告書 

 

概要 

モナコに所在する国際原子力機関（IAEA）海洋環境研究所は、「海洋モニタリング：信頼

醸成とデータ品質保証」プロジェクトを通じて、定期的に更新される日本政府の総合モニタ

リング計画が包括的で、信頼性、透明性が確保できるよう日本政府を支援している。同プ

ロジェクトの下、２０１４年～２０２４年の間、総合モニタリング計画の一環として、海水、海

底土、魚の放射性核種測定を行う日本の分析機関の試料採取や分析能力を試験するた

め、１４回の分析機関間比較（ＩＬＣ）及び１１回の分析能力テスト（ＰＴ）が実施された。 

この報告書は、２０２４年に実施された ILC に焦点を当てている。これ以前の ILC 同様に、

海水、海底土、魚の試料の採取のための共同作業が実施された。今回は２０２５年９月に、

ＩＡＥＡと総合モニタリング計画に関係する日本の関連当局の立ち会いの下、実施された。

加えて、環境放射能測定分析機関（ＡＬＭＥＲＡ）ネットワークの所属機関である、フランス

韓国及びスイスの３つの分析機関から専門家が立ち会った。海水と海底土は東京電力福

島第一原子力発電所の近傍にて採取され、魚は福島県内の市場で複数種が採取された。

試料は均質化された後、分析のために各分析機関に分割して送られた。参加した各機関

（日本から１０機関（日本の関連当局の委託を受けて参加）、IAEA 海洋環境研究所、フラン

ス、韓国及びスイスのＡＬＭＥＲＡに所属する３つの機関）の分析結果は IAEA によって集

約・評価された。 

受領した各サンプル及び放射性核種の結果を比較すると、大多数の結果が互いに有意

な差をもたないことを示している。統計的な分析を行った結果、総合モニタリング計画に適

用した統計的検定の約９５％が高い信頼水準（９９％）で合格基準に達している旨示されて

いる。 

したがって、前述の参加した分析機関が通常用いている手法に従い、総合モニタリング

計画で前処理及び分析した海水、海底土、魚の試料から検出された放射性核種が、信頼

性を有し、比較可能な結果を報告していると自信をもって結論付けられる。（なお、セシウ

ム１３４及びプルトニウム２３８に関しては全ての試料種別で検出下限値近くとなっており、

比較が困難であった。） 

２０２５年のＩＬＣの結果から、日本の試料採取手順が、代表的な試料を採取するために

必要な、適切な方法論的基準に引き続き従っていることを、ＩＡＥＡは報告することができる。

総合モニタリング計画の一環で海洋試料中の放射性核種の分析に参加する日本の分析

機関は、本プロジェクト内で実施された他のＩＬＣ及びＰＴと同様に、高い能力を示す正確な

結果を報告している。  
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＜注意事項＞ 

当該仮訳は、ＩＡＥＡの報告書「Interlaboratory comparison 2025 Determination of radionuclides in seawater, sediment and fish」の概要

の日本語仮訳である。当該仮訳の正本は、ＩＡＥＡが配布した英語版である［https://www.iaea.org/sites/default/files/interlaboratory-

comparison-2025-determination-of-radionuclides-in-seawater-sediment-and-fish.pdf］。 

ＩＡＥＡは、当該仮訳のうちＩＡＥＡの評価等に関する部分の翻訳の正確性、品質、信頼性又は仕上がりについていかなる保証も行わず、

いかなる責任も負うものではない。また、当該仮訳の利用により生じるいかなる損失又は損害に対して、これらが当該利用から直接的

又は間接的・結果的に生じたものかを問わず、いかなる責任も負うものではない。 
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